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前回は、阪神・淡路大震災ケース(表 1)の 2 行目

の「震度 6 強」における「木造住家被害」を中心

に説明しました。しかし、「震度 6 強」の全体像を

把握するには、その揺れがもたらす他の事象につ

いての理解も必要です。今回は、それらを解説す

ることにします。 

今回使用する資料は、前回掲載した表 2 の気象

庁震度階級関連解説表(以下、「震度解説表」とい

う)です。なお、前回掲載表の脚注に誤植がありま

したので、本稿の表 2 の脚注に訂正いたします。 

震度解説表には、階級(震度)別に「人の体感・行

動」、「屋内の状況」、「屋外の状況」、「木造建物(住

宅)」、「鉄筋コンクリート造建物」、「ライフライン」、

「地盤・斜面」の項目があります。本稿では、前

回で触れた「木造建物(住宅)」以外の項目について

解説します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.人の体感・行動一震度6強の揺れを人はどのよ

うに感じるか― 

 

震度解説表によれば、震度 6 強の揺れで人は「立

っていることができず、はわないと動くことがで

きない。揺れにほんろうされ、動くこともできず、

飛ばされることもある」といった状況に置かれま

す。 

これは起床している人の状況を説明したもので

すが、寝ている人は「布団の中でほんろうされ、

起き上がることができない」ことが予想されます。

前回紹介しました NHK 神戸放送局の就寝中職員

の兵庫県南部地震発生時の映像をご覧になれば容

易にご理解いただけると思います。 

要するに、震度 6 強で揺れている最中はほとん

ど自由がききません。阪神・淡路大震災で消防防

災関係者はこのことを痛切に学びました。 
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―地震時の防災活動のポイント その 3― 
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皆さんは、「地震(だ)火を消せ」という防災標語

をご存知だと思います。この標語は、阪神・淡路

大震災後しばらくしてから消防関係者は(公には)

使わなくなりました。たとえば、東京消防庁の防

災標語は 1970 年度から始まり、それ以降 1999 年

度まで「地震(だ)火を消せ」のフレーズが一貫して

含まれていますが、このフレーズは 2000 年度以

降は使われていません。その理由としては、「行動

の自由のきかない大きな揺れではわが身を守るこ

とを優先するべきである」、「激しい揺れの中での

コンロやストーブなどの火を消す行動は負傷・や

けどの危険が非常に大きい」が主なものと考えら

れます。また、「対震自動消火装置付石油ストーブ、

ガスマイコンメータの普及が進んでいる」といっ

た事情もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.屋内の状況 

 

震度解説表は、震度 6 強の揺れで屋内は「固定

していない家具のほとんどが移動し、倒れるもの

が多くなる」と解説していますが、実際はどうで

しょうか? 

阪神・淡路大震災のときに行われたアンケート

調査(本稿末尾の注を参照)では、地震により 85%

前後の方が「家具が倒れた」と回答しています(表

3)。当時、阪神地区では地震対策への取り組みが

弱かったという事情を割り引いても大変高率であ

ることがわかります。 

表 1 の「午前 5 時 46 分頃の地震発生」を想定

した場合、この時間帯の在宅率は 92.8%であり、

そのうちの約 80%は就寝中です(前々回を参照)が、

そのとき、寝室の固定していない家具が移動し、

倒れかかる可能性が高くなります。 

このような状況で家族全員が無事でいられるで 

しょうか? 
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アンケート調査では、家族が死傷した比率こま、

16.7%(100%-83.3%)～ 17.7%(100%-82.3%)とな

っています(表 4)。この値は、6 人家族であればそ

のうちの 1 人が死傷するという高率です。 

 

 

3.屋外の状況 

 

震度 6 強の揺れでは、屋外は「壁のタイルや窓

ガラスが破損、落下する建物が多くなる。補強さ

れていないブロック塀のほとんどが崩れる」とい

った状況になります。 

アンケート調査からは、窓ガラスについては震

度解説表に近い(あるいはそれ以上の)状況になる

ことが伺えます(表 5)。 

また、ブロック塀、石塀の被害については、「壊

れた」と回答した方は 20%前後ですが(表 5)、ブ

ロック塀、石塀の所有者に限定すればもっと大き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

な比率になると予想され、震度解説表のように「補

強されていないブロック塀のほとんどが崩れる」

状況になると考えられます。 

 

 

4.鉄筋コンクリート造建物 

 

震度 6 強の揺れでは、鉄筋コンクリート造建物

は「(耐震性が低い場合)壁、梁(はり)、柱などの部

材に、斜めや x 状のひび割れ・亀裂がみられるこ

とがある。1 階あるいは中間階の柱が崩れ倒れる

ものがある。(耐震性が高い場合)壁、梁(はり)、柱

などの部材に、ひび割れ・亀裂が多くなる」と解

説されています。 

阪神・淡路大震災では、多数の市町村施設が被

害を受けましたが、災害対策拠点である市町村庁

舎も被害にあいました。たとえば、神戸市役所第

2 庁舎(8 階建)の 6 階(水道局が使用)が圧壊し、第 
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2 庁舎全体が使用不能となりました。また、西宮

市役所本庁舎(地上 8 階塔屋 3 階)の 6 階以上が大

きな被害を受け、6 階以上を立ち入り禁止としま

した。これらの施設ほどではないですが、多くの

市町村庁舎(区庁舎)が何らかの被害を受けました。 

なお、震度解説表の脚注にもありますように、

一般的傾向としては古い建物ほど耐震性が低くな

る傾向がありますが、建築年代だけで耐震性が決

まるわけではないことに注意する必要があります。 

 

 

5.ライフライン 

 

ライフラインは、「震度 6 強程度以上の揺れと

なる地震があった場合には、広い地域で、ガス、

水道、電気の供給が停止することがある」といっ

た状況になります。この解説中の「広い地域で…

…停止することがある」の「広い地域」がどの程

度の広さを指しているのか不明ですが、防災の立

場からは「停止することがある」ではなく「停止

する」と考えておく必要があります。 

ガス、水道、電気の供給が停止するとどのよう

な状況が生じるかを大雑把にイメージすると次の

ようになります。 

表 1 の想定条件では、地震発生は 5 時 46 分で

すから、まだ日の出前です。地震直後に停電しま

すので、周囲は真っ暗になります。地震により負

傷しなかったとしても行動は大きく制約されます。

また、停電が長期化すればさまざまな影響が生じ

ます。防災基幹施設で停電対策がとられていない

ときは、大きな影響を受けます。 

避難所の照明は確保できず、避難者への情報提

供もままなりません。人工呼吸器、酸素吸入器、

在宅透析機器などを自宅で使用している患者さん

にとっては停電が生命の危険を脅かす事態も予想

されます。 

水道が止まれば、消火栓が停止し火災対応上の

困難が生じます。また、断水が長引けば、飲料水、

医療用の水、生活用水の不足など多方面に大きな

影響を及ぼします。 

ガスが停止することは初期においては火災発生

危険を減らす意味から望ましいのですが、これも

長期化すれば、炊飯、暖房等の面で大きな影響を

生じます。電気や水は復旧したのにガスが復旧し

ないことにより炊飯ができず、食事を確保するた

めに避難所に押しかけるといったこともしばしば

発生します(災害救助法上の規定では、このような

方々も救助の対象となります)。 

 

 

6.地盤・斜面 

 

震度 6 強(～7)の揺れでは、地盤・斜面は「大き

な地割れが生じることがある。がけ崩れが多発し、

大規模な地すべりや山体の崩壊が発生することが

ある」といった状況になります。 

大きな地割れにより、各所で通行止め箇所や通

行制限箇所が発生し、車両の通行は大きく妨げら

れます。限られた通行可能道路に車両が集中する

こととあいまって緊急車両の通行を妨げ応急対応

上の大きな障害となります。 

この震度解説表には含まれていませんが、河川

沿いの地域や埋立地などの地下水位が高くゆるい

砂地盤の地域では、激しい液状化現象(地面からの

泥水の噴出、噴砂、地盤沈下など)が発生する可能

性が高いと考えられます。その結果、堤防や岸壁

が壊れる、下水管やマンホールが浮き上がる、建

物の土台が傾いたり壊れたりするなどの被害が発

生することになります。 

阪神・淡路大震災のときには、海を埋め立てて

造成された神戸市のポートアイランド、六甲アイ

ランドで大規模な液状化現象が発生しました。ま

た、2011 年 3 月 11 日に発生した東北地方太平洋

沖地震では、市域の約 4 分の 3 が 1960 年代後半

以降造成された埋立地である千葉県浦安市(東京

ディズニーリゾートがあります)で広範囲にわた
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り液状化現象が発生しました。 

「がけ崩れが多発し、大規模な地すべりや山体の

崩壊が発生することがある」の記述に関連する事

例も過去には少なくありません。 

阪神・淡路大震災では、西宮市仁川百合野地区

で大規模な地すべりが発生し、34 人が亡くなって

います。 

2004 年新潟県中越地震では、中山間地でがけ崩

れや地すべりが多発し、死者 7 名を出しています

(2004 年 11 月 7 日 15 時現在の新潟県資料におい

て、「生き埋め」、「土砂崩れ現場で発見」、「土砂崩

れによる家屋の倒壊」の記述のあるもの)。このと

き、山古志村(当時、現在は長岡市)では多発した崩

落や土砂崩れにより道路網が各所で寸断されるな

どにより、村長が村内に止まり応急対策活動を行

うことを断念し全村避難を決断しました。 

2007 年岩手・宮城内陸地震では、岩手県の栗駒

山が山体崩壊しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、山間部で大きな地震が発生した場合、し

ばしば斜面崩壊や山体崩壊による河川のせきとめ

(河道閉塞)が発生します。閉塞がすぐに解消され

ない場合は、せきとめ湖(天然ダム)が生じます。せ

きとめ湖がなんらかの理由で決壊すれば、下流域

に被害をもたらす危険があります。 

2004 年新潟県中越地震では山古志村(当時、現

在は長岡市)の芋川で、2007 年岩手・宮城内陸地

震では一関市の磐井川で河道閉塞が発生していま

す。 

 

(注) 東京大学社会情報研究所「災害と情報」研究

会が、阪神・淡路大震災で大きな被害を受け

た神戸市、西宮市(これらの市では震度 7 の地

域もありました)の一般住民(個人)を対象に

実施したアンケート調査。 

アンケート調査の回収数は神戸市 699 票、

西宮市 502 票(無回答などにより、表 3～表 7

の合計欄の数字と一致しないことがある)。な

お、アンケート調査対象者が地震のときにい

た場所と建物の構造は、表 6、7 のとおり。 
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